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北陸本線の福井県内の現況 

○沿線市町（６市１町） 

   福井市、敦賀市、鯖江市、あわら市、越前市、坂井市、南越前町 

○経営分離区間 
   石川県境～敦賀 ７９．２km（１８駅） 

○普通列車の乗車人員（H23年度） 

   約１８，０００人/日 
   （定期 約13,000人/日 定期外 約5,000人/日） 

○輸送密度 
  約５，０００人/日  ※JR輸送実績（H23年度)をもとに県で推計 

○普通列車運行本数（H25.3ダイヤ） 

  上下計 ９１本／日 

○使用車両 
   ５２１系（２両編成、定員２５０人 最高速度120km/ｈ） 

○貨物列車運行本数（H25.3ダイヤ） 

   上下計 ３２本／日 

運行状況 

北陸本線 

北陸新幹線 

小浜 

九頭竜湖 

敦賀 南今庄 今庄 湯尾 南条 王子保 武生 鯖江 北鯖江 大土呂 越前花堂 森田 春江 福井 
芦原 
温泉 丸岡 細呂木 牛ノ谷 

下り 24本/日 27本/日 30本/日 22本/日 

上り 25本/日 28本/日 32本/日 24本/日 

※越前花堂・福井間は越美北線も運行（上り9本、下り9本） 

敦賀市 南越前町 越前市 鯖江市 福井市 坂井市 あわら市 

概要 

凡例 

経営分離区間 

ＪＲ（幹線） 
ＪＲ支線、地域鉄道 

新幹線 

北陸本線沿線 
（経営分離区間） 

ＪＲ支線､地域鉄道沿線 
（北陸本線に結節している路線） 

敦賀 

南越 

芦原温泉 

丸岡 

春江 

福井 

鯖江 

武生 

南条 

今庄 

越前大野 

えちぜん鉄道 

福井鉄道 

ＪＲ越美北線 

ＪＲ小浜線 
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主要貨物列車運転線区
※ＪＲ貨物要覧（2009)をもとに作成

日本海側の主要ネットワーク

※ＪＲ貨物提供データ（H22年度）をもとに福井県作成 

  北陸本線は、通勤・通学など県民の日常生活に欠かせない重要な社会基盤であるとともに、貨物鉄道の広域ネットワークの 

 一部を担う重要路線である。  

◆新幹線開通後の北陸本線 

在来線 521系 

欠かせない地域交通 交 流 拡 大  

経済波及効果 

新幹線の効果を地域に波及 

関連産業に従事する人の所得増加 

宿泊・飲食・二次交通・土産等の消費増加 

北陸新幹線 

北陸本線 

地域に欠かせない公共交通 
 普通列車の乗車人員 

    （北陸本線の県内区間の乗車人員） 
       

   約18,000人/日 
        

ビジネス 

・観光等 

通勤・通学利用 

※ＪＲ西日本金沢支社提供データ（H23年度）をもとに福井県作成 

県内の貨物通過トン数 

 約260万トン/年 

  全国輸送量の約8%相当 

◆北陸本線の役割 

貨物ネットワークの重要路線 
 

県内全体の消費増加  

参考：県内貨物発着トン数 約15万トン/年 

○まちづくりに重要な役割 

○利用実態に即したダイヤ編成 

○交通弱者に不可欠な移動手段 

約5,000人 
（28%） 

約13,000人 
（72%） 

新幹線W7系 

北陸本線の現況 
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 信越本線（新潟県） 
  直江津～長野県境 
   38km、9駅 

 信越本線（長野県） 
  新潟県境～長野 
   37km、6駅 長野 

◆経営分離区間（北陸本線）における第３セクター設置状況 

福井県 

石川県 

富山県 

長野県 

新潟県 

直江津 

芦原温泉 丸岡 

鯖江 

武生 
越前大野 

福井 

富山 
金沢 

糸魚川 

開業準備の進む第３セクター（北陸本線沿線） 

岐阜県 

石川県 
 会社名：石川県並行在来線（株） （H24.8.28設立） 

 資本金：4億5,030万円（H25夏頃に増資 増資後総額20億円程度） 

 営業区間：金沢駅～倶利伽羅駅 17.8km、4駅 

         ※富山県3セクとの相互乗入 金沢駅～富山駅 

 輸送密度：約13,000人/日（開業時予測値） 

 普通列車運行本数：110本/日（H25.3ダイヤ） 

 貨物列車運行本数：35本/日（H25.3ダイヤ） 

    

富山県 
 会社名：富山県並行在来線準備（株） （H24.7.24設立） 

 資本金：15億円（H25.7増資 増資後総額40億円） 

 営業区間：石動駅～越中宮崎駅 98.7km、19駅 

         ※石川県3セクとの相互乗入 金沢駅～富山駅 

         ※えちごトキめき鉄道との相互乗入 富山駅～糸魚川駅 

 輸送密度：約7,300人/日（開業時予測値） 

 普通列車運行本数：113本/日（H25.3ダイヤ） 

 貨物列車運行本数：42本/日（H25.3ダイヤ） 

  

新潟県 
 会社名：えちごﾄｷめき鉄道（株）（H22.11.22会社設立、H24.7.1現名称に変更） 

 資本金：1.5億円（今後173億円に増資予定） 

 営業区間：市振駅～直江津駅（日本海ひすいライン） 60.3km、12駅（直江津含む） 

        ※信越本線区間：直江津～妙高高原（妙高はねうまライン）38.0km 、9駅（直江津除く） 

          ※富山県3セクとの相互乗入 糸魚川駅～泊駅 

 輸送密度：約1,400人/日（開業時予測値） 

 普通列車運行本数：41本/日（H25.3ダイヤ）   

 貨物列車運行本数：29本/日（H25.3ダイヤ） 
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既に開業している第３セクターの運営状況 

開  業：平成9年10月1日 
経営形態：上下一体 
区  間：軽井沢～篠ノ井 
距  離：65km 
駅  数：19駅 
車  両：115系 
 

69本/日 124本/日 

  快速本数     10本 

 相互乗入（JR）   84本 

概要 

新駅 4駅新設 
テクノさかき、屋代高校前 
信濃国分寺、千曲 

開  業：平成14年12月1日（八戸） 

      平成22年12月4日（青森） 

経営形態：上下分離 
区  間：目時～青森 
距  離：122km 
駅  数：26駅 
車  両：701系 

概要 

新駅 
筒井新駅建設中 
 （平成26年3月開業予定） 

輸送密度（平成23年度） 

約6,800人/日 

開業前 
（H9.9) 

開業後 
（H25.3) 

運行本数 

45本/日  96本/日 

※八戸～青森間 

開業前 
（H22.11) 

開業後 
（H25.3) 

運行本数 

運賃上げ幅（ＪＲ 比） 

普   通 24% 
通学定期 61% 
通勤定期 49% 

運賃上げ幅（ＪＲ 比） 

普   通 38% 
通学定期 65% 

        ⇒0% 
   ※青森開業時に値下げ 

通勤定期 65% 

輸送密度（平成23年度） 

約2,000人/日 

開  業：平成14年12月1日 
経営形態：上下一体 
区  間：盛岡～目時 
距  離：82km 
駅  数：18駅 
車  両：IGR7000系 

概要 

巣子、青山 

新駅 2駅新設 

開  業：平成16年3月13日 
経営形態：上下一体 
区  間：八代～川内 
距  離：117km 
駅  数：28駅 
車  両：HSOR-100 
      （ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ） 

概要 

たのうら御立岬公園 

新駅 
1駅新設 

61本/日  87本/日 

開業前 
（H14.11) 

開業後 
（H25.3) 

運行本数 

67本/日  53本/日 

開業前 
（H16.2) 

開業後 
（H25.3) 

運行本数 

運賃上げ幅（ＪＲ 比） 

普   通   58% 
通学定期   65% 
通勤定期 104% 

        ⇒82% 
      ※H25.4から値下げ 

運賃上げ幅（ＪＲ 比） 

普   通 28% 
通学定期 27% 
通勤定期 29% 

輸送密度（平成23年度） 

約2,900人/日 

輸送密度（平成23年度） 

約800人/日 

  快速本数        1本 

 相互乗入（JR、青い森） 48本 

  
  しなの鉄道（長野県 上下一体方式） 

  
  青い森鉄道（青森県 上下分離方式） 

  
 肥薩おれんじ鉄道（熊本県・鹿児島県 上下一体方式） 

  
 ＩＧＲいわて銀河鉄道（岩手県 上下一体方式） 

＋87百万円 ＋100百万円 ▲451百万円 

開業年度 平成２２年度 平成２３年度 

▲129百万円 ＋9百万円 ▲61百万円 

開業年度 平成２２年度 平成２３年度 

▲136百万円 ＋312百万円 ▲265百万円 

開業年度 平成２２年度 平成２３年度 

▲379百万円 ▲229百万円 ▲77百万円 

開業年度 平成２２年度 平成２３年度 

経常収支 経常収支 

経常収支 経常収支 

４ 

  快速本数     19本 

 相互乗入（JR、IGR） 42本 

  快速本数（土、休日のみ）  8本 

 相互乗入（JR）           22本 


